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発行者 校長 西原 誠 

学力向上推進学校計画訪問 「学力向上に係る諸課題解決に向けた主体的な取組の充実・

発展を支援する」ことを主旨として、9 月 19 日(火)に県立学校教育課の田場直樹班長をはじめ、３名の指導

主事の皆さんが来校されました。授業観察・情報交換会・全体会と充実した内容でした。「学習環境を整える

ための基本的な指導の徹底（挨拶・身なり等）」「対話的な学びの取組」「学び直しが必要な生徒への反復練習」

「進路未定者への外部人材を活用したキャリア教育や個別相談」「早期の進路決定を目指した学年集会等の工

夫」「生徒の興味関心を引く授業作り」「発問の工夫」「基本的な生活習慣の確立は基礎学力の定着に繋がる」

「教育委員会も本校を全力で支援していく」等々、高評価やご指導ご助言を頂きました。チーム南風原で学力

向上に向け、全力で取り組んでいきます。 

総探「キャリア教育講話」 
９月 13日（水）1学年向けに発達段階に応じたキャリア形成の支援とし

て「自己理解・他者理解を深めることやレジリエンスを高める」ことを

目的とし、キャリアコンサルタントによる講演会を実施しました。 

 各ホームルーム単位で行い、８名の講師の方に来校いただきました。 

○興味のある職業に就くために必要な資格・免許・学歴は？ 

○ジョハリの窓について（自己分析や他己分析のための心理モデルで円

滑なコミュニケーション能力の育成） 

○レジリエンステクニックについて（生きることを支える力であり、自

分自身を育てることができる） 等々、様々な内容でご講話頂きました。 

自分自身を知り、マッチする仕事を見つけ、目標達成のために今やる

べきこと等を把握し、確実に実践する。今後の進路に活かして欲しい。 

高等支援 1年ﾄｰﾀﾙｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 

皆さんのおかげで学校中が綺麗

になり、全ての教育活動が気持ち

よく実施できています。(感謝) 

1人 1台端末を活用した授業作りに向けた校内研修 

近い将来、社会構造や雇用形態

の変化が予想されている。こうし

た背景を受け、教育現場では、Ｉ

ＣＴ端末を活用しての「個別最適

な学び」や「協働的な学び」の充

実化を図ることが求められてい

る。本校の職員は、持続可能な 1

人１台端末を活用した授業作り

に向けて、一生懸命、校内外で研

修を重ねています。 

 


